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天天橋橋立立公公園園のの松松並並木木とと
利利用を用を考考ええるる会会
第２回第２回検検討討会会

平成１７年１１月１１日平成１７年１１月１１日
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松のあるべき姿について松のあるべき姿について
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現在の松並木の植生状況現在の松並木の植生状況

• 天橋立の植生状況は以下の４種類に
分けられる

タブノキ・クロマツが優占する遷
移の進んだ林

針 広 混 交 林

クロマツ林から針広混交林への
移行段階の林

遷移進行型林

タブノキなどの常緑広葉樹が優
占する林

常緑広葉樹林

クロマツが優占する林ク ロ マ ツ 林
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現在の松並木の植生状況現在の松並木の植生状況

府中

文珠
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光環境光環境

• 多くの箇所で、高い植
栽密度、樹冠の広がり
や広葉樹により下層ま
で光が届かない状況

• 松の生育を阻害
• 暗い林内でも生育可能な常緑広葉樹との
競争に負ける

• 本数密度の高さと上層の樹幹の広がりが
原因と考えられる
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土壌環境土壌環境

• マツ林の保全育成のために、客土の
搬入や土壌改良が行なわれている

• 客土層の透水性は低く、堅密度は高
いため、マツの根系の酸素不足、根
系発達の阻害

• 養分状態が良くなり、松以外の植物
も生育可能
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菌類調査菌類調査

• 天橋立神社付近、踏圧の影響を受け
る場所、クズ等の草本類に覆われて
いる場所は菌根菌が少ない

• マツの根系密度は低く、不健全
• 土壌の富栄養化を示す腐植性の菌類
が見られた
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ｐｐＨの状況Ｈの状況

• 植生の発達していない海に接近した
砂浜のｐＨは８前後

• 天橋立のｐＨは５から６の範囲

• 他の海岸マツ林と同様であり、マツ
等の生育を阻害するものではない
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地下水位地下水位

• 季節による変動があり、夏季に高く、
冬季に低下

• 夏季の地下水位は地表から約５０㎝
• 水中で根は生存できないため、土中
深くまで進入できない
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景観上適切と思われる松の密度と景観上適切と思われる松の密度と
管理に対する住民の考え方管理に対する住民の考え方

調査方法

時 期：２００３年１～２月
対 象：天橋立を守る会の会員を中心とす

る天橋立周辺に在住の住民等200名
回答者数：男性76名 女性32名 計108名

(回収率55％)
方 法：郵送によるアンケート調査

天橋立公園保全対策報告書（景観調査に関して）より
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景観上適切と思われる松の密度景観上適切と思われる松の密度
（近距離※視点から240ｍ未満）

• マツを現在の70％程度に減らして
も評価は大きく変わらない
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住民アンケート調査結果住民アンケート調査結果
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調査概要調査概要

対 象：宮津市及び岩滝町在住１８
歳以上の住民1,000名

調査手法：自記式によるアンケート

回 収 率：32.8％
（宮津市242名、岩滝町81名、不明5
名）
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すばらしいと思うもの

天橋立周辺ですばらしいと思うもの
(問4;MA3、N=328)

45.1

12.8

36.0

91.2

37.5

6.1

12.5

5.2

1.2

0 20 40 60 80 100

山並みや周辺の緑

天橋立近傍の町並み

豊富な歴史資源

海・山・松並木の構成

豊富な自然に囲まれたまち

田園風景

住みやすさ、生活環境のよさ

その他

不明・無回答

（%）
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眺望景観についての評価
天橋立の眺望景観の評価

(問7;SA、N=328)

34.5

38.7

11.0

10.4

4.9

0.6

0 10 20 30 40 50

満足

やや満足

どちらでもない

やや不満

不満

不明・無回答

（%）

合わせて73.2％が満足と回答
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眺望景観についての問題点
天橋立眺望景観の問題点

(問8;MA、n=86)

4.7

19.8

52.3

33.7

30.2

38.4

0.0

0 20 40 60

松並木の密度が濃い

松並木の密度が薄い

文珠の街並み

府中の街並み

文珠・府中以外の建物等

その他

不明・無回答

（%）
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景観を守ることについて重要と
思われること

天橋立の景観を守るために重要なこと
(問9;SA、N=328)

9.1

18.6

35.7

5.5

7.3

0.3

2.4

21.0

0 20 40

社寺や地域資源等を大切にする

天橋立内散策の施設を充実

松並木の生育環境を維持

住民と行政との協力関係を充実

天橋立に隣接するまちの景観

わからない

その他

不明・無回答

（%）
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景観まちづくりを進める上で重
要と思うこと

魅力ある景観まちづくりに重要なこと
(問10;MA、N=328)

41.5

28.7

50.0

45.4

20.7

28.7

53.4

8.5

2.7

0 20 40 60

建物の高さ、デザイン、色の配慮

庭先の緑化、家の廻りをきれいに

付近の道路や公園をきれいに

看板の削減とデザインの配慮

地域での話し合い

歴史・文化・自然を残す活動

公共事業に合わせて考える

その他

不明・無回答

（%）
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来訪者アンケート調査結果来訪者アンケート調査結果
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調査概要調査概要

対 象：天橋立の観光客418名

（宮津317名、岩滝101名）

調査手法：自記式によるアンケート
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素晴らしいと思うもの素晴らしいと思ったもの
((問11=MA3、N=742)

28.0%

12.5%

8.0%

33.2%

12.8%

2.6%

1.5%

1.5%

0.0% 5.0% 10.0
%

15.0
%

20.0
%

25.0
%

30.0
%

35.0
%

山並みや周辺の緑

天橋立近傍の町並み

古代から近世に関わる豊富な歴史資料

海や山と松並木から構成される天橋立の景観

豊富な自然に囲まれたまち

田園風景

住みやすさ、住環境のよさ

その他
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眺望景観についての評価

現在の天橋立の眺望景観について
(問13=SA、N=418)

40.2%

26.3%

5.0%
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16.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

満足

やや満足

どちらでもない

やや不満

不満

行っていないのでわからない

空欄・無回答

合わせて66.5％が満足と回答
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眺望景観についての問題点
天橋立眺望景観の問題点
(問14=SA、N=105)
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松並木の密度が濃すぎる

松並木の密度が薄すぎる

文殊の街並みが整っていない

府中の街並みが整っていない

文殊、府中以外に周囲の景観と調和していない建

物がある

その他

空欄・無回答
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景観まちづくりを進める上で重
要と思うこと

天橋立の景観を守ることについて重要と思われること
(問15=SA、N=388)
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天橋立にある寺社や地域資源等を大切にすること

気持ちよく天橋立内を散策できるよう施設を充実す

ること

松並木の良好な生育環境を維持していくこと

住民参画の活動を促進するよう行政との協力関係を

充実すること

天橋立に隣接する町の景観をよくすること

わからない

その他

空欄・無回答


